
求人者向け説明会を開く
　昨年１２月に開設した無料職業紹介所の求人者向け説明会が２月
２日、工業団地交流会館で開かれました。正組合員ら約４０人が参
加し、紹介所の概要や先進地の事例などについて学びました。
　説明会は、雇用を希望・検討している管内の組合員を対象に開
かれ、佐藤営農企画課長が事業内容や雇用までの流れを説明し、
求人は依頼する原則１ヶ月前までに申し込むよう求めました。ま
た、県農業試験場の担当者は先進事例のＪＡ道央（北海道）の取
り組みを紹介したほか、社会保険労務士の方が労災保険について
詳しく解説しました。今後は新聞の折り込みやホームページで求
職者を募集していきます。

営農企画課

収益性の高い農業構造の実現を目指す
　ＪＡ全農あきた主催の秋田県複合型農業パワーアップ大会が１
月２４日、秋田市で開かれ、全県の農業関係者約２６０人が参加しま
した。
　この大会は、園芸、畜産を軸に収益性の高い農業構造を実現し、
生産拡大や所得増大につなげることを目的としています。優良事
例として当ＪＡの佐藤営農企画課長が、園芸メガ団地での「白神
ねぎ」の生産について紹介。周年出荷の実現や新規作付け者、生
産面積の拡大や知名度向上に向けたプロジェクトチームの取り組
み、そしてさらなる面積拡大、販売額の増大のために開設した無
料職業紹介所の取り組みなどを報告しました。

ＪＡ全農あきた

▲頑張ろう三唱をする参加者

▲労働力不足解消へ開かれた説明会

パワーアップ運動成果発表大会で最優秀賞を受賞
　ＪＡや農機担当者の年間の活動成果を表彰する、平成２９年ＪＡ
農業機械パワーアップ運動成果発表大会が、１月２７日に秋田市で
開かれました。
　この大会では、１年間の活動の中で販売実績や整備技術、製品
制約受注など優れた成績をあげたＪＡや担当者が、各メーカー表
彰や部門表彰を受けました。当ＪＡは修理整備料金部門において
最優秀賞を受賞したほか、小森和正さん（能代農機）がメーカー
表彰、菊池一明さん（二・藤農機）が県本部表彰でそれぞれ敢闘
賞を受賞しました。今後も農家の要望に応える体制を強化し、地
域に愛される農機センターづくりを目指していきます。

農機課

▲ＪＡを代表して表彰された工藤農機課長

次年度の栽培に向け講習会を開催
　ＪＡあきた白神青果物連絡協議会と能代市農業技術センターが
主催する、冬期野菜栽培講習会が１月３０日と３１日の２日間、能代
山本広域交流センターで開かれ、参加者らは野菜栽培知識や栽培
管理について学びました。
　「黄色病斑の効果的防除体系」では山本地域振興局の担当者が
説明し、秋冬ねぎでは葉枯病が優先している圃場が多く、黄色斑
紋病斑の主原因は葉枯病であると述べ「病気は発生してしまうと
防除は難しい」と早めの防除が効果的だと呼び掛けました。質疑
応答では効果的な予防剤や防除時期について多く出され、次年度
に向けた栽培のポイントを確認していました。

ＪＡあきた白神

▲多くの生産者が訪れた講習会

蟹座（6・22～ 7・22）　積極性が増す時期。やってみたいことに、どんどんトライしてみましょう。周りのサポートにも恵まれるはず11
2018.2月号


